















































































































































ク・ケ・コは ka・ki・ku・ke・ko となるが、これらは、母音 1 個あるいは子
音 1 個と母音 1 個から構成される開音節である。その他に、キャ・キュ・キョ
（kya・kyu・kyo）のように拗音を持つ開音節もあるが、これは 2 文字で 1
モーラとなる。さらに、撥音（ん）・促音（っ）・長音（ー）・二重母音の後半
（アイ・カイ）という 4 つの要素を伴う音節もある。
C を子音、V を母音、j を拗音、N を撥音、q を促音、R を長音、V 2 を二
重母音の後部要素とすると、日本語の音節は S ＝ C（j）V｛N・q・R・V 2 ｝
となる。
日本語の音節は以下のように示すことができる（カッコ内は例）。
1 モーラ 2 モーラ
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